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昭和基地短波レーダーで得られた諸パラメータのＭＬＴ依存性

MLT dependence of parameters obtained with the Syowa Station HF radar
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昭和基地短波レーダーで得られた電離層の３つのパラメータ（エコー強度、ドップラー速度、スペクトル幅）
間の相関について、統計的に調べたところ、これらの相関がＭＬＴ、地磁気活動度によって変化することが分か
った。これらの相関の変化は、レーダーの電波を散乱する電離層Ｆ層の密度ゆらぎの生成過程などの性質が異な
っているために起こっているのではないかと考えられる。

S u p e r D A R Nネットワークは、１１９５年より本格的に稼働を初め、これらのレーダーで得られるパラメータ
（エコー強度、ドップラー速度、スペクトル幅）を用いて様々な研究がなされている。

本研究は、これらのパラメータ間の相関を統計的に調べることにより、Ｆ層でのi r r e g u l a r i t i e sの生成過程など
の物理現象を明らかにすることを目的とする。これまでに得られた主な結果は、（１）ドップラー速度とエコー強
度の間には、全体的に正の相関がある。（２）ドップラー速度とスペクトル幅の間には正の相関がみられる。（３）
スペクトル幅とエコー強度の間には弱い正の相関がみられる、などである。（１）については、電波を散乱する電
離層Ｆ層のirregularitiesがgradient-drift instabilityによって作られているためであると考えることができる。

今回、Syowa Eastレーダーの１９９７年のデータを用い、より詳しい解析を行なった結果、ＭＬＴとともに
パラメータ間の相関に変化がみられた。これらの相関の変化は、電波を散乱する電離層Ｆ層のi r r e g u l a r i t i e sの主な
生成メカニズムの違いによるものであると考えられる。特に、（１）の正の相関は、１２００～１５００ＭＬＴ、
２１００～２４００ＭＬＴ付近の時間帯では弱まる傾向がみられた。これらの時間帯は、粒子の降り込みの活発
な時間帯であり、このことが主な要因ではないかと考えられる。また、地磁気活動度による分類を行なったとこ
ろ、荒れている場合には、これらの時間帯ではドップラー速度とエコー強度の間に相関はみられなかった。ドッ
プラー速度は電場に、エコー強度は電離層の密度ゆらぎのレベルに対応しているため、i r r e g u l a r i t i e sがg r a d i e n t -
drift instabilityによって生成されている場合、エコー強度はドップラー速度と正の相関をもつと考えられる。これ
らの領域では電離層のi r r e g u l a r i t i e sの生成が電場と関連したgradient-drift instabilityではなく、主に粒子の降り込み

（field-aligned current）に関連しているために、ドップラー速度とエコー強度の間に相関がないのではないかと考
えられる。

本講演では、時間、地磁気活動度によるパラメータ間の相関の違い等について報告する予定である。


